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読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１１年１２月 ８日

ＮＯ ８６４

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）き ず な
１２月５日、井原市議会１２月定例会が開会しました。会期は１２月１９日までの１５日

間です。５日の開会日、瀧本豊文市長が議案の提案説明を行いました。
その中で、市政の状況や一般会計の補正予算の内容などについて報告されました。報告の

概要は次の通りです。紙面の都合で他の案件は割愛しました。

市政の状況等について

本市の新年度の予算編成について

国、県の予算編成等が明らかでない現段階において、的確な見通しを立てることは極めて困難でありま
すが、歳入面では、国・県支出金が抑制され、また、安定した法人市民税が見込めないなど自主財源の確
保は引き続き厳しいものになると予測されるところであります。

こうした厳しい財政環境の中にありましても「井原市第６次総合計画」に掲げる将来都市像「美しい自
然 息づく文化 笑顔でつながるひと 元気発信都市いばら」の実現に向け、市民の皆様との協働により、
誰もが健康で笑顔あふれる安全・安心な住みよいまちづくりに、努める所存であります。

このため、予算編成にあたっては、従来にも増して歳出全体の徹底した洗い直しを行い、情勢の変化に
的確かつ機動的に対応しながら制度・施策の抜本的な見直しや各経費間の優先順位の厳しい選択を行うこ
とにより、予算配分の重点化・効率化を実施してまいりたいと考えております。

井原市パートナーシップ・プロジェクト事業について

現在、地域の皆様が自らのまちづくりについて考え、実践していくための組織となる「地区まちづくり
協議会」等の設立が進んでおります。

各協議会においては、アンケート調査を実施するなど工夫を凝らしながら、課題の洗い出しやその解決
策などについて話し合いを進めていただいております。

また、その場へパートナーシップ推進員を派遣し、地域の皆様とともにまちづくりに取り組んでいると
ころであります。

なお、引き続き「協働のまちづくり市民推進室」を活用し、それぞれの地域のまちづくりについて意見
交換を行い、分権時代にふさわしい活力あるまちづくりの実現を図ってまいりたいと存じます。

井原市食肉センターについて

本市の食肉センターにつきましては、昭和５７年１１月から東江原町に開設しご
利用いただいておりましたが、条例施行後３０年を経過した平成２４年１０月末を
もってその効力が失われることとなっております。

したがいまして、本条例に基づき、同日をもって食肉センターを閉鎖し速やかに
施設の撤去を行いたいと考えております。

教育関係について

今日、学校教育の始まりである幼稚園教育の果たす役割はますます重要になってきており、一層の充実
が求められているところであります。

本市におきましても、幼稚園教育における新たな取り組みとして３歳児教育の拡大を図ることとしてお
り、現在、野上、青野、美星の3園で実施しております３歳児教育を、出部、井原の２園でも実施拡大す
る計画であります。

また、美星幼稚園で実施しております預かり保育につきましても出部及び芳井幼稚園でも実施すること
とし、今議会で、預かり保育に係る保育料の条例改正をお願いしているところでございます。

工事関係について

本年度予定しておりました小・中学校における耐震改修工事につきましては全て完了いたしました。こ
れによりまして、市内の幼・小・中の校園舎の耐震化率は８４.３％となりました。

井原図書館の耐震改修工事について

来年１月末までに完了すべく順調に進捗しているところです。 ２面へつづく
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この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://jcp-seibu.sakura.ne.jp/morimoto/）でも見れます

井原体育館の耐震改修工事について １面よりつづく

来年２月末までの完了を目指しております。臨時休館により利用者の皆様方には大変ご迷惑をお掛けい
たしますが、何とぞご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

市民病院の医師確保に係る福山市民病院との病院連携について

このたび、福山市において、福山市民病院循環器内科医師による井原市民病院への診療支援の決定をい
ただきました。

井原市民病院については、地域医療の中核的病院として、質の高い医療提供や市民に信頼される病院づ
くりを目指し、医療の確保に全力で取り組んでおりますが、地域住民の期待にしっ
かりと応えるためには、県境を越え、生活圏を視野に入れた、福山市民病院と井原
市民病院の連携が不可欠かつ喫緊の課題であると認識いたしております。

このような状況の下、兼ねてより福山市及び福山市民病院に対し、生活圏を視野
に入れた広域での医療連携について協力をお願いしてきたところであり、この度の
決定に対し心から敬意と感謝を表するものであります。

今回の診療支援につきましては、来年１月から原則として、月２回の循環器内科
外来診療をお願いする予定といたしております。

こうした県境を越えた医療連携は、地域住民の皆様にとって今まで以上に安全・
安心な医療提供が可能となるばかりでなく、今後の生活圏を視野に入れた総合的な
連携への大きな一歩であると感じております。

今後も地域医療の充実に向けさらに努めてまいりますので、ご理解、ご協力を賜りたいと存じます。

予算案件（一般会計）

議案第５５号「平成２３年度井原市一般会計補正予算（第３号）」についてでありますが、今回の補正
は、職員等の異動及び人事院勧告に伴う人件費、補助事業の決定によるもののほか、緊急を要するものを
主体に所要の措置を講じたところであります。

その結果、補正額は２億６，６３０万円の増額となり、補正後の予算総額は２１１億２，７７０万円と
なった次第であります。その主な財源といたしましては、国県支出金や負担金などの特定財源と前年度繰
越金を充当いたしております。

歳出の主なものについて、

人件費補正 各科目において、それぞれ人件費補正を行い、総額で６，６７０万余円を減額計上。

総務費 地区集会所等整備事業費補助金３５万余円、地域づくり事業補助金５０万円を計上。

民生費 要援護者台帳管理システム整備委託料、障害者総合福祉システム改修業務委託料にそれぞれ５
００万円、障害者福祉の扶助費４，３６０万円、生活保護の医療扶助費４，２８０万円、子育て関連事業
といたしまして、私立保育園実施委託料５，６００万円、子ども手当システム改修業務委託料４５８万余
円、四季が丘放課後児童クラブ施設整備工事費１，３５０万円を計上し、また、子ども手当の支給等に関
する特別措置法による子ども手当費９，６９６万円を減額。

衛生費 飲料水供給事業補助金４７９万余円を計上。

農林水産業費 めざせＪ１園芸作物ステップアップ事業費補助金に１，５０１万余円を計上。

商工費 追加措置としまして、住宅リフォーム補助金に１，０００万円を計上。

土木費 県営道路橋梁工事負担金３，５６５万余円、交通安全施設整備費２，０００万円を計上。

消防費 非常勤消防団員災害補償組合費に３，２０３万余円を計上。

教育費 体育器具費５００万円を計上。

災害復旧費 ９月の台風１２号災害等により農地農業用施設補助災害復旧費
１，１２８万余円、土木施設補助災害復旧費１，３４１万余円を計上。

諸支出金 繰出基準に基づく病院事業会計補助金に１億１，７７８万余円を計上。


